明治 七 年 四月の こと、 神奈川県 多 摩 郡 下 仙 川 村 

あさおか ねごろう ばけもの 

浅 尾 兼 五郎の 家へ 妖怪が 出る と 云う 噂が たった。 

それ も 一度 や 二度の ことで なく、 前年の 五月から 怪 

しい 事が 続く と 云う ので、 県庁で も 捨て置け ずと あつ 

て、 兼 五郎の 家へ 人 を やって 取調 さした が、 原因 も 判 

らず相 変らず 怪しい 事が 起った。 そこで、 県警 察 部で 

また しゅんれつ 

も 兼 五郎 を 召喚して、 これ 亦 峻烈な 取調 をした が、 兼 

五郎の 所為で ないから、 どうす る こと もで きなかった _ 

あるひ さいくん た 

某日の ことであった。 兼 五郎の 細君が 台所で 飯 を 焚 

いている と、 突然 釜が ふわり ふわりと 天井の 方へ あが 

り はじめた。 これに は 女房 も 蒼くな つて、 



いると、 突然 その 鍬 や 〔# 「その 鍬 や」 は ママ U 縁の下 か 

ら ひよこり と 頭 を 出した。 

「おや、 こんな 処に」 

力 力 たち ま 

兼 五郎 は 腰 を 屈めて 取ろうと すると、 鍬 は 忽ち 引 

込んで しまった。 暫くして 又 頭 を 出した ので 取ろう 

とすると、 又 ひょいと 引 込んで 往 つて 取れなかった。 

うち 

そして、 その 中に とうとう どこへ か往 つてし まった。 

ところが、 兼 五郎の 家に 啞娘 がいて、 そんな 時の 紛 

失 物の 所在 を 能く 知ってい るので、 その 時 前へ 来た 啞 

娘に 手真似で 訊ねた ところで、 啞娘は 畑の 前方へ 指 を 

さした。 そこで 往 つて 見る と、 果して 鍬が 草 むらの 中 
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